


飯田 昭一（　山）
昭和2年、東京日本橋に生まれる。昭和18年12月、京北実業学
校卒業。昭和19年4月陸軍兵器学校入校。昭和20年8月終戦帰
郷し、実家の建材店を継承。昭和30年「金剛系名犬写真大観」
を自費出版。平成4年「万能暦」、同5年「懐古暦」1集～3集を
刊行。平成6年「宿曜暦」を出版。昭和46年より「江戸時代相撲
名鑑」編輯を開始し今日に至る。

雷電錦絵
（雷電の出生地長野県東部町の相撲愛好家団体蔵）

小野川才助と当時九歳の虎ヶ嶽卯蔵
（個人蔵）
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古番付から浮かび上がる東西二万人の力士たち

内
容
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史料に残された
東西の有名･無名
様々な力士たちの
四股名を総覧
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生年
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初土俵
抱え
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引退
年寄名
住地
没年
享年
法名
墓所
注記
弟子力士
番付

‥など

歴史下に埋もれた江戸期相撲史料を集大成
三十年におよぶ編者渾身の労作、ここに完成！
江戸･京都･大坂で活躍した二万人を収録
寛永元年（1624）～慶応 4年（1868）の 240 年間を対象に、江戸･京都･大
坂で活躍した力士や行司 2 万人余を収録した相撲名鑑です。強豪力士
はもちろん、無名の幕下力士の記録までも網羅しています。

横綱から番付最下層の力士まで
現存の古番付や相撲に関する書物、大名家の史料等を精査、横綱から番
付最下層の力士まで、各人の登場する年月と位置、また出身地･生年･本
名･師匠･引退年･没年･墓所等の経歴をまとめました。

勧進相撲の開催記録（年／場所／勧進元／役員／行司）も一覧

本文は四股名の五十音順／活躍時代順に排列
江戸期の風俗･文化研究の資料としてもご利用いただける、好角家、研
究者必見の一大史料集成です。

【大関の部】

明石 志賀之助 寛永元年
仁王 仁太輔 〃元年
丸山 仁太夫 延寶頃
大橋 團平 元禄二年
名取川 関右衛門 〃三年
才槌 友右衛門 〃三年
山颪 丈助 〃四年
山上 富士右衛門 〃四年
大筑紫 磯之助 〃五年
初代　両國 梶之助 〃十二年
初代　大灘 浪右衛門 〃十二年
八角 建之助 〃十三年
金碇 仁太夫 〃十三年
富士ヶ根 無次太夫 〃十三年
のち御用木無次太夫
御用木無次太夫 〃十三年
相引 森右衛門 〃十三年
初代　大山 治郎右衛門 〃十四年
西國 才蔵 〃十四年
大碇 灘右衛門 寶永二年
大木戸 團右衛門 正徳四年
のち日下團右衛門
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